
 

  

 

久間田地域づくり計画 
２０２４年度～２０２７年度 

久間田地域づくり協議会 

古来この地には、川の化身・農業神として弁財天を祭る

祠（ほこら）があり、今でも住民の信仰の厚いところから久

間田の地区旗は弁財天となった 
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 久間田地域づくり協議会は、「久間田地区に住むみなさんが地区への愛着と誇

りを持ち、安心安全に暮らしていけるまちづくり」の実現を目指して、平成３０

年（２０１８年）４月に設立をしました。翌年には、地域づくりの指針となる地

域計画を策定するため、住民アンケートの実施やワークショップを開催してこ

の地区が抱える課題を洗い出し、その課題を少しでも解決するために必要な取

り組みについて協議を重ねて、「久間田地域づくり計画２０２０年度～２０２３

年度」が完成しました。 

この計画のもと、令和２年（２０２０年）度から地域づくり事業が改めてスタ

ートしましたが、その後の新型コロナウィルスの感染拡大により、大きくつまづ

くことになりました。あらゆる活動が縮小され、住民同士のつながりの要となっ

ていた伝統的な行事も中止せざるを得ず、健康面だけでなく、人付き合いやコミ

ュニケーションが減ったことによる影響は、小さいものではありませんでした。 

 そんな中、地域計画の改定時期を迎えましたが、久間田地区が抱える課題は４

年前とあまり変わっていません。自然災害は年々増加し、少子高齢化はますます

進み、地域で支え合う「互助」の重要性は高まるばかりです。 

これらのことから、令和６年（２０２４年）度からの４年間も、引き続き、地

域づくり活動のスローガンを「みんなでつくろう！人と人のつながりのある久

間田」として地域のみなさんと共有し、その実現に向けて久間田地区全体で取り

組んでいきたいと考えています。このおよそ１年間、地域計画の改定にご尽力い

ただいた全ての方々に感謝を申し上げるとともに、今後も久間田地区の地域づ

くり活動に対して、地域のみなさんのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

令和 6 年（２０２4 年）3 月 

                      久間田地域づくり協議会 
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久間田地区とは …………………………… 

 

久間田地区は伊勢湾と鈴鹿山脈のほぼ中ほどに位置する農村地域で、東西約

７㎞にわたり、面積は約５.１９㎢ を有しています。東西を椿地区と河曲地区に 

挟まれ、南には深伊沢地区と石薬師地区に接し、北は四日市市と境を接していま

す。また、東に国道１号線、西に東名阪自動車道が位置しています。 

西から岸田町、花川町、下大久保町の集落が形成され、地区東に小谷が位置 

しており、昭和３２年（１９５７年）に鈴鹿市に合併しました。 

この地区の地形は、主に内部川が鈴鹿山脈から運び出した土砂によって作られ 

た段丘化した扇状地で地区の集落は台地上に位置しています。 

寺井池（弁天池）から流れる浪瀬川の両岸に広がる田は、集落のある台地から 

は５ｍほど低くなっており、昭和６２年（１９８７年）に終了した耕地整理事業

により、碁盤の目のように整然と並んでいます。良質な米を産出していますが、

地質的に水もちが悪く、田や畑への施水は寺井池等の灌漑用水池に頼らなくて

はなりません。また、かつてはマンボと呼ばれる地下水路がさかんに掘られ、水

を得るために祖先は大変苦労をしました。 

冬は鈴鹿山脈から吹き下ろす鈴鹿おろし

が肌に突き刺さるくらい厳しく、また、雨上

がりには、北西の風が強く吹きます。そのた

め、４月以降も遅霜があり、農作物への被害

が心配されます。茶畑には、霜害を防ぐため

の防霜ファン等が設置されており、鈴鹿市

西部の風物詩となっています。 

岸田町や花川町には茶畑が多く、大きな製茶 

工場も見られ、鈴鹿の「茶どころ」でもあります。 

 また、下大久保町には農業法人クマダ株式会社が事務所を構えており、従来の

個々の小規模営農から組織化・大規模化に取り組むことで、この地区の農業の維

持や発展に貢献しています。 

この地区内には、下大久保町の久松山保智院と岸田町の岸昌山真念寺があり、

いずれも真宗高田派の寺院です。神社は、久間田神社を始めとして、岸田神社、 

花川稲荷、小谷神明社などがあり、それぞれの町で大切に祀られています。 

また、勇壮な太鼓踊りの弁天踊り、即身成仏した尼僧法泉の霊が祀られる法泉 

塚や戦死者の慰霊碑である忠魂碑、伊勢神宮へ灯明をあげる目的で置かれた常

夜燈、前述の地下水路のマンボなど、昔からの言い伝えとともに多くの史跡など

が残されています。 
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▲米の収穫の様子 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久間田地区には小中学校がありませんが、下大久保町・岸田町・花川町の子

ども達は、小学生は消防道路沿いにある深溝町に建つ鈴西小学校に通い、中学

生は長澤町の鈴峰中学校に通っています。小谷については、小学生は石薬師小

学校、中学生は加佐登三丁目にある白鳥中学校に通っています。 

 

 

※参考文献：久間田の昔・今 久間田郷土誌（久間田誌編集委員会発行）  

   写真提供：坂尾富司（岸田町）、農業法人クマダ株式会社 

▲忠魂碑 

◀下大久保町の弁天踊り 

▲常夜灯 
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▲ マンボの入口 ▶ 
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■ 久間田地区人口推移  



 
 

  



 
 

  



 
 

  



 
 

役員会および各専門部会の目標と事業 …… 

◆役員会 

  役員会は、久間田地域づくり協議会の根幹にあたります。毎月の会議を通し 

て、協議会の事業が円滑に実施されているかどうか、今後の地域づくり活動を

どのように進めていくかなどを協議します。 

  具体的には、総会で協議する内容や協議会の運営に関する事項を審議し、決

定します。また、広報「久間田地域づくり協議会 news」を随時発行するなど、

地域住民に協議会活動を周知します。 

 

◆総務部会 

【目標】 

総務部会は、協議会の事業運営に係る市からの補助金や自治会からの負担金

を実質取り扱います。総会で決定した予算どおりに遅滞なく各部会や団体に振

り分け、協議会の事業が円滑に実施されるよう努めます。 

また、行政など関係各所と地区内の各自治会とをつなぎながら、地域づくり

活動の継続・発展を目指します。 

 

【取り組む事業】 

 ・地区総代会については、毎月の会議の開催とともに、代表理事の自治会連合 

会参加を通して他地区の自治会と情報交換を行い、今後の地域づくり活動に

生かします。また、地区内の高齢者の見守りを兼ねた９月の敬老祝いの配付

を実施します。 

・地域で子どもを健やかに育てる地域づくりを目指し、青少年育成部会等と連

携して事業に取り組みます。 

・協議会の各部会の事業や活動に横断的に関わりながら、総務部会に属してい

る「老人会」「子ども会」「中学校 PTA」など各種団体を通して、地域づく

り活動に参加協力する住民を増やす取り組みを進めます。 

 

 

  

▲地区総代会の会議の様子 ▲役員会（部会長会議）の様子 
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◆防災部会 

【目標】 

地震その他の災害から犠牲者を出さず、被害を最小限に止めるためには、地 

域の防災力を高めることが必要であり、そのことが安全で安心な地域づくり 

につながります。 

そのためには、自分の身は自分で守る自助とともに、地域や近隣の人々が互 

いに協力し助け合う共助の考えが大切であり、その考えに基づいた久間田地区

における自主的な防災活動を推進していかなければなりません。 

住民一人ひとりの防災意識の向上をはかり、災害時には連帯感を持って行動

できる地域づくりに向け、以下の事業に取り組みます。 

  

【取り組む事業】 

・久間田防災フェスタの継続的な開催と内容の充実をはかるとともに、防災フ 

ェスタを通して災害に対する備えの重要性を啓発します。 

 ・避難訓練や備蓄、実効性のある自主防災組織の確立など、各自治会の備え 

に関する取り組みを支援します。 

 ・地区全体の避難訓練や防災マップ作りなどを通して、地区内の危険箇所の把 

握や要援護者の避難体制の整備に努めます。 

 ・関係団体等との連携をはかり、災害時の支援などについて体制の構築を進め 

ます。 

 

なお、消防団久間田分団については、平時から火災などが起こるのを未然に 

防ぐための啓発活動に取り組むとともに、水害や火災など有事の際には、迅速 

に消防業務にあたります。 

 

  

▲防災フェスタにおける防災劇と放水体験の様子 
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◆交通防犯部会 

【目標】 

安全・安心はわたしたちの生活の基本です。子どもや高齢者を犯罪や交通事

故から守る活動を自主的に進めることで、住民一人ひとりの交通安全や防犯意

識の向上につなげることができます。 

また、地域住民や各種団体、行政や警察などの関係機関が相互に連携して、

“安全・安心な地域”を築いていくことも重要です。 

わたしたちは、交通事故や犯罪の防止を第一に、安全で安心に暮らせる地域

づくりを目指して、以下の事業に取り組みます。 

  

【取り組む事業】 

○鈴鹿地区交通安全協会久間田支部 

・月 2 回、子どもたちの登校の見守りを中心に朝の街頭指導を実施します。 

・地域づくり協議会主催の行事が安全に行われるよう、駐車場や会場周辺の 

交通整理を行います。 

 ・地域住民や各種団体、警察、行政などの関係機関と連携して、交通事故防止 

の啓発を進め、安全・安心な久間田地区を目指します。 

 

○久間田地区防犯委員会 

・各自治会持ち回りで毎月 2 回の定期パトロールを実施します。 

・青少年の非行防止という観点で青少年育成部会と協力し、７月～８月の学校

の夏休み期間中に夏季パトロールを実施します。 

 ・子どもたちの登下校時を中心に、「ながら見守り」の実施や地域住民に対し

て見守りの協力を呼びかけるなどの拡充に取り組みます。 

 ・住民の安全・安心を脅かす事案が発生した場合、地区の各種団体や関係機関 

と連携して迅速に対応します。 

 

 

  

▲安協久間田支部による見守り 
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▲地区防犯パトロール 



 
 

◆青少年育成部会 

【目標】 

                             

 他の部会と協力をして、久間田地区の子どもたちが安心して暮らせるまちづ

くりを目指します。 

また普段の生活を通して、健全な成長ができるように支えていきます。 

 

【取り組む事業】 

             

・防犯パトロール等、子どもたちが安全に、そして安心して生活できるための

活動を積極的に行います。 

・社会のさまざまな分野に興味を持ってもらえるよう、毎年違った分野の見学

会を企画します。 

 ・体育祭、ふれあい広場を通じて、地域の方とのふれあいを深める活動をしま

す。 

 ・他地区の育成部会の活動を参考に、新たな行事の実現に取り組みます。 

  

 

 

 

  

▲夏休み社会見学の様子 
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◆スポーツ部会 

【目標】 

 久間田地区内のスポーツの振興をはかり、スポーツ・レクリエーション活動

を通して、住民の健康増進と住民相互の親睦を深める地域づくりを目指して、

次の事業に取り組みます。 

 

【取り組む事業】 

・毎年開催している地区体育祭やグランドゴルフ大会などについては、今後  

 も継続実施を基本に、内容を見直しながら、あらゆる世代が気軽に楽しく 

参加できるように努めます。 

・くまだふれあい広場や生涯学習フェア、ジョギング・ウォーキング大会など 

の共催事業については、主催である文化部会などと連携して積極的に支援 

します。 

 ・市および西部地区などが主催する各種スポーツ大会に積極的に参加し、運営

面等で協力します。 

・スポーツ推進委員は、住民と行政を結ぶコーディネーターであるとともに、

各種会議や研修会などを通して他地区の推進委員と交流をはかり、そこで得

た情報や取り組みを久間田地区におけるスポーツ振興活動に反映させます。 

    

    

  

▲地区体育祭の様子 
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◆文化部会 

【目標】 

久間田地区住民の様々な活動の場・憩いの場としての公民館の役割は、あらゆ

る世代の住民が気軽に利用し、学ぶことの楽しさを実感し、生きがいづくりに発

展する事業やレクリエーションを実施することです。高齢化等地域の抱える課

題に対応した取り組みや、伝統文化や史跡などを保存し受け継いでいくのも、地

域にとって大切なことです。 

 わたしたちは、地域の伝統文化や史跡を継承し、学びを通して人づくり、人と

人とのつながりづくり、活力のある地域づくりを目指します。 

【取り組む事業】 

○久間田公民館運営委員会 

・「くまだふれあい広場」「ジョギング・ウォーキング大会」等の幅広い年齢層が

気軽に楽しめる事業や、地域で健康に過ごせるよう高齢者を対象とした「さわ

やか教室」、一生涯楽しめる趣味を見つける「いきいきスクール」、子どもを対

象にした「子ども体験教室」等の各種講座などを実施し、地域の抱える課題、

実情に応じた事業や、それぞれの年代に合わせた講座、住民が求める学びに応

える講座を提供します。 

・「生涯学習フェア」では、公民館サークル活動や各講座の成果を発表し、地域

へ活動の輪を広げます。 

・目まぐるしく、急速に変化する社会に対応できるように、常に新しい情報を提

供します。 

 

〇久間田地区史跡保存会 

  ・久間田地区内の歴史的遺産（忠魂碑など）の環境整備を、久間田公民館運営

委員会等と連携しながら実施します。 

 

 

 

 ▲くまだふれあい広場の様子 ▲和菓子作り教室の様子 
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◆福祉部会 

【目標】 

高齢者の一人暮らしや障害を持っている方、妊婦や乳幼児など社会的弱者の

方が安心して暮らせる環境を、地域の助け合いや支え合いを通して整備するこ

とで、誰もがこの地域に住んでいて良かったと実感できる地域づくりを進めて

いかなければなりません。 

わたしたちは、地区内の福祉向上をめざし、“住み慣れたまちで誰もが幸せ

に暮らせる地域づくり”を目標に、以下の事業に取り組みます。 

 

【取り組む事業】 

○久間田地区民生委員会 

・毎月（8 月を除く）、鈴西小学校の校門前であいさつ運動を実施します。 

・一人暮らしの高齢者で希望者を対象に給食サービスを月 1 回実施します。 

・共同募金会が行う赤い羽根共同募金（法人募金）に積極的に協力します。 

 ・行政や包括支援センター、鈴鹿市社協などの関係団体とネットワークを強化 

し、情報を共有します。 

・災害対策基本法に基づく、災害時要援護者台帳の整備のための新規対象調査

を実施します。 

・災害時における要配慮者の避難体制の構築について、防災部会に協力しま 

す。 

 ・他の部会が実施している、高齢者を対象とした講座等に協力します。 

  

○久間田のたまり場 サロンこだま 

・高齢者の居場所づくりや憩いの場の提供、介護予防を目的として、出張体力

測定、音楽療法、フレイル予防体操などを実施します。 

・さらに、参加者が楽しめるよう趣向を凝らしながら、サロン事業を充実させ

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ▲あいさつ運動の様子 ▲サロンこだまの様子 
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友だち追加は 

こちらから 
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